
春の一日遠足
５月2日(火)、春の一日遠足を実施しました。遠足

は年２回、池地小中学校と合同で行います。
今回は、加計呂麻島の鎮西地区を訪ねました。

於斉のガジュマル、西田製糖工場、体験交流館、呑
之浦などを巡り、充実した一日となりました。

中学校集合学習会
４月28日(火)、三島中学校集合学習会(伊子茂・諸

鈍・池地・与路)がせとうち物産館で開催されました。
午前中は、５月22日から行われる修学旅行の打ち

合わせ、午後は高校説明会。高校説明会では、鹿児島
城西、神村学園、鹿児島情報、鹿児島実業、奄美、大
島、古仁屋の７校から先生方に来ていただき、各校の
紹介をしていただきました。直接話を聞く機会は少な
いため、非常に得がたい時間となったようです。

瀬戸内町立与路小・中学校 学校だより ｢与路っ子｣ 令和５年度５月号 ５
奄美の梅雨入り

校長 川井 功作
気象庁によりますと，奄美地方では前線や湿った空気

の影響でこの先もくもりや雨の日が多くなる見通しであ
ることから「18日午前11時に奄美地方が梅雨入りした
と見られる」と発表がありました。そこで今回は，奄美
の気候の特徴や梅雨について紹介させていただきます。
奄美は亜熱帯海洋性の気候に加え，暖かい海に囲まれ

ているため四季を通して温暖多湿。平均気温は，全国の
年間平均15.5度に対し，奄美は20度を超えます。この
ような点から南国のイメージが強い奄美ですが，実は日
照時間が短く，年間を通して雨が多いのが特徴です。日
照時間を全国と比較すると，日数では約１か月も雨や曇
りの日が多いそうです。そして山のように変わりやすい
天気も奄美の特徴です。晴れ予報でも雨が降ったり，雨
予報でも晴れていたり。はたまた，雨が降っていたのに
トンネルを抜けたら晴れているなんてことは日常茶飯事
です。「山のように天気が変わりやすいと聞いていたけ
ど，予想以上」と驚かれることもしばしばあります。天
気予報も奄美の天候の変化に追いつけません。
また，奄美の梅雨は，沖縄と同様本土より１か月程早

くやってきます。梅雨といえば連日もしくは１日中雨が
降り続ける気候をイメージされる方も多いことでしょ
う。ところが奄美の梅雨の特徴は，突然大雨が発生し，
突然止むというものです。また，大雨が止んだ後は晴れ
ることも多々あります。つまり奄美の梅雨の特徴は，１
日中雨が降っているというわけではなく大雨と晴れの繰
り返しになるという特徴があるのです。世界自然遺産に
登録された奄美の大自然はこの特徴的な気候そして豊富
な雨量によって成り立っているのではないでしょうか。

※ 裏面に南日本新聞に記載された記事を載せてあり
ます。そちらもご覧ください。本人確認済みです。

水（むてぃ）や山うかげ 人（ちゅう）や世間うかげ
水は山の木々のおかげで地下に蓄えることができる
人間は世間の色々な恩恵を受けて成長していく

おもな６月の行事
７ (水) 租税教室
13 (火) スクールカウンセラー来校
17 (土) 海岸清掃・海開き・水難事故防止教室
23 (金) 池地・与路交流学習(池地)
28 (水) 中学校期末テスト

小学校集合学習会
５月12日(金)、小学校集

合学習会(薩川・西阿室・伊
子茂・諸鈍・池地・与路)が
伊子茂小学校で開催されま
した。普段は少人数での学
習ですが、この日は、いつ
もよりちょっとだけ多めの
人数だったので、話し合い
活動や協働学習などが充実
し、楽しい一日となったよ
うです。

舟こぎ大会
５月14日(日)、四年ぶりに与路の舟こぎ大会が開

催され、本校児童生徒も郷土学習の一環として、総
合的な学習の時間に練習の成果を披露すべく、競技
に臨みました。
その日の来島者は180人近くだったということで、

与路島がかつての賑わいを取り戻した一日にもなり
ました。
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